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名城大学Day 9月開催！
名城大学×読売新聞 エコキャンパスプログラム

いきものシンポジウム
「里山と自然、人とのつながり」

名城大学ECO NEWS

平成21年度に表彰・入賞された方々

「輝く卒業生」市川さつきさん

平成21年度 事業報告・財務報告

平成21年度 就職状況報告

写真／5月20日夕方、雨上がりの東の空に虹がかかりました。
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　詳しくは3ページへ

第1部

□無料法律相談コーナー
【事前申込制：法務研究科】
□附属図書館の開放

□お絵かきバス（小学生以下対象）
【名古屋市交通局・鉄道研究会協力】
□パトカー・白バイ展示等
【愛知県天白警察署】
□ベロタクシーを体験してみよう！
【NPO法人HOMIES協力】
□5年後の自分に手紙を出そう！
【名古屋名城大学内郵便局】
□えいごｄｅビンゴ、えいごｄｅかみしばい＆
パペットショー【大学教育開発センター】

□Meijo Rare Books Gallery ～貴重本
展示中～、自分だけのオリジナルブックカ
バーを作ろう！【附属図書館】

□ようこそ！卒業生コーナー

□校友会全国物産展、附属農場農産物即売会
□フリーマーケット
【天白区社会福祉協議会、ボランティア協議会】
□地産地消を推進！～抹茶スイーツ販売～【附属高
校総合学科ビジネスコミュニケーション系列】

□名城大学グッズ販売コーナー
【(有)名城大学サービス】

□情報処理教室の開放とパソコンＱ＆Ａ
【情報センター】
□国際交流コーナー（「留学生による中国語
講座・韓国語講座」「母国文化紹介」「開
発教育・国際理解教育資料、民族衣装展
示」）【国際交流センター】

□非常食試食
【天白区女性会・ボランティア協議会合同】
□起震車体験【名古屋市消防局協力】
□ＡＥＤ救命講習会【保健センター】
□ボランティア協議会活動報告会
□健康パオ＆食生活栄養相談会
【名城大学生活協同組合】

公開講座
□自分でできる「起業」手続き【法学部】
□“Change”はあれからどうなった？ ～オバマ政権2年間の評価と2010年アメリカ中間選挙～【法学部】
□世界中で販売されているビッグマックから見た外国為替相場 ～為替相場はどう決まる？～【経営学部】
□アメリカ合衆国オバマ政権における公共事業と産業育成【経済学部】
□家族のきずな：「継承」という視点から考える【人間学部】
□親子で楽しめる天白街並み環境講座【都市情報学部】
□省エネカーの開発と技術の育成【理工学部】
□学生がつくるレーシングカー ～全日本フォーミュラ大会を目指す学生たち～【理工学部】
□人類の未来は農学から～農学が生命・食料・脱石油社会そして環境の課題を解決する～【農学部】
□アナウンサーが教える好感度アップ！の話し方【キャリアセンター】
□親子算数教室【教職センター】
□陰陽道の世界【アジア研究所】

進学情報コーナー
進学相談コーナー、保護者進学説明会、30分でわかる名城大学入試、小論文対策講座【入学センター】

実験講座（人数限定。小学生は保護者の同伴が必要なものがあります）
□リンゴで変形した幼苗 ～その謎を探ってみよう～【農学部】（高校生～中学生向き）
□くすりってどうやってきくの？実験してみよう！【薬学部】（小学生対象）
□総合数理実験・ゲーム：遊びから学ぶ理科・算数（数学）「光の不思議 ～いつも見ている光の謎～」
【総合数理教育センター】（中学生～小学生向き）

地下鉄鶴舞線「塩釜口／名城大学前」駅下車徒歩８分　　※駐車場がございませんので、ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

実験講座（人数限定 小学生は保護者の同

［　 体験する・考える ］

大学・附属高校のクラブ等紹介
□大学クラブ紹介

●自作ゲーム等の情報技術発表【情報技術研究会】
●手作り体験教室【造芸部】
●子どもと一緒に工作しよう、伝承玩具で遊ぼう
【児童文化研究会“かざぐるま”】
●ロボット展示【ロボット倶楽部】
●車両展示【エコノパワークラブ、自動車技術研究会】
●作品展示【美術部】
●落語・漫才・コント【落語研究会】
●体育会演武会
【合気道部、居合道部、應援團リーダー部、應援團吹奏楽部】
●ミニコンサート【うたごえサークル“ぺんぺん草”】
●ストリートダンス【ストリートダンスサークル】

□附属高校クラブ等紹介
●科学を体験しよう【自然科学部】
●活動報告・紹介、ミニコンサート
【総合学科人間コミュニケーション系列】

□大学・附属高校合同企画
●チアリーディング部合同演技、茶(華)道部合同茶会

※イベントは予告なく変更になることがあります。予めご了承ください。

［　 見る・楽しむ ］
［　 知る・学ぶ ］

［　 体験する・考える ］

［協賛企業等紹介コーナー］

［　 見る・楽しむ ］

［　 知る・学ぶ ］

学生食堂無料体験
（数量限定、品切れの際はご容赦ください）

［　 買う・食す ］ ［　 買う・食す ］
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CAMPUS NEWS
・女子駅伝部2人が世界大学クロス
カントリー選手権大会出場

・第1グラウンドが人工芝化

・硬式野球部が1部復帰決定

・愛知銀行と産学連携推進で包括協定
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天白キャンパス 入 場 無 料

エコキャンパスプログラム いきものシンポジウム

里山と自然、人とのつながり
エコトーク 第2部 トークセッション

創作童話朗読会

夢中人3

［けいさんとりゅうさん（おじん）withみずき］
（童話作家　鬼頭 隆氏（本学卒業生）、片岡 恵子氏、鬼頭 瑞希氏）

「新・桜の下で月の下で」
「柿の木のお話」
「ミニひなたぼっこコンサート」

特別企画

2
特別企画

1

名城大学Dayに
オープンキャンパスがドッキング！
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名城大学　ECO  N EW S 名城大学　ECO  N EW S

1937年愛知県瀬戸市生まれ。早稲田大学政治経
済学部中退。在学中、映画研究会に所属する。学園
祭のパンフレットのカバーのために写真を撮ったこ
とで、写真の面白さに気づきその道に進む。1965
年日本広告写真家協会賞受賞後「ビートルズ東京」
でデビュー。以後数々の賞を受賞する。写真表現の
他に、文芸、音楽、映画、工芸など、さまざまな分野
でも活躍している。地球環境問題に強い関心を持
ち、主として水辺や歴史的視野からの風景などを撮
影し、シンポジウム、テレビにも積極的に参加し、時
代に新しい風を送っている。

1948年名古屋市生まれ。静岡大学農
学部卒業。名古屋市農産課を経て東山
動物園主査。東山動物園では、全国に先
駆けコアラ飼料のユーカリ栽培を担当。
東山植物園では、園内自然植生に特徴
的なツツジ類、湿地環境に依存する東
海地方の固有植物の保全を進めた。名
古屋市ランの館初代館長、同士東山動
植物園園長、日本植物園協会会長を歴
任。現在、名古屋市東山植物園参与。

1967年岐阜県中津川市生まれ。津田
塾大学文芸学部卒業。1989年ＮＨＫ入
局。サンデースポーツ等のキャスターと
して活躍し、1996年アトランタオリン
ピック現地キャスター、紅白歌合戦の総
合司会を務めた後、退局。1997年から
2006年までＴＢＳ「筑紫哲也ＮＥＷＳ２
３」のキャスターを務めた。現在、雑誌、
新聞等でも幅広く活躍中。環境省「地球
いきもの応援団」メンバー。

月
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る

C
O
P
10（
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約

国
会
議
）の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し

て
名
城
大
学
と
読
売
新
聞
社
が
展
開
し
て
い

る「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
第
5

回「
親
子
里
山
自
然
教
室
」が
好
天
に
恵
ま
れ

た
5
月
15
日
、岐
阜
県
可
児
市
の「
我
田
の

森
」と
可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
5
月
か
ら
始
ま
っ
た
同
教
室
は
今

回
が
最
終
回
。親
子
7
組
14
人
の
参
加
者
た

ち
は
出
迎
え
た
下
山
宏
学
長
か
ら
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、さ
っ
そ
く「
里
山
ク

ラ
ブ
可
児
」（
松
下
義
人
代
表
）と
、里
山
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
都
市
情
報
学
部

小
池
聡
教
授
や
ゼ
ミ
生
た
ち
の
手
助
け
を

受
け
な
が
ら
、ノ
コ
ギ
リ
な
ど
を
使
い
、直

径
約
10
セ
ン

チ
、高
さ
10

メ
ー
ト
ル
以

上
の
木
を
切

り
倒
す
間
伐
作

業
を
体
験
し
ま

し
た
。作
業
を

終
え
た
親
子
た

ち
は
里
山
ク
ラ

ブ
可
児
の
皆
さ

ん
が
用
意
し
た

も
ち
米
で
も
ち
つ
き
に
挑
戦
、新
緑
の
森
に

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。参
加
者
た
ち
は
間

伐
し
た
森
に
、自
ら
が
組
み
立
て
た
巣
箱
の

設
営
を
行
っ
た
後
、可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

動
。「
ミ
ニ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」で
、小
池
教
授
か

ら
間
伐
の
狙
い
に
つ
い
て
、「
う
っ
そ
う
と
生

い
茂
る
森
の
木
を
伐
採
す
る
こ
と
で
光
が

差
し
込
み
、草
花
や
昆
虫
な
ど
多
様
な
生
物

が
す
む
里
山
に
変
わ
り
ま
す
」と
講
義
を
受

け
ま
し
た
。こ
の
後
、親
子
14
人
が
、間
伐
さ

れ
た
里
山
に
植
え
る
こ
と
を
想
定
し
、コ
ナ

ラ
や
ク
リ
な
ど
14
種
類
の
苗
木
を
可
児

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　
環
境
省
、国
土
交
通
省
お
よ
び
林
野
庁
で

は
、平
成
22
年
3
月
〜
5
月
ま
で
の
期
間
を

「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
1
0
」と
し
て
、

全
国
の
青
少
年
な
ど
が
、植
樹
や
植
樹
し
た

樹
木
へ
の
水
や
り
を
行
う
活
動
の
展
開
を

呼
び
か
け
て
お
り
、今
回
の
植
樹
体
験
も
そ

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
新
聞
と
メ
ー

テ
レ
が
愛
知
県
内
の
7

大
学
で
開
催
し
て
い
る

「
環
境
7
大
学
集
中
公
開

講
座
」で
、本
学
で
は
7

月
3
日
、作
家
の
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
こ
と
畑
正
憲
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
て
の
講

座
が
開
か
れ
ま
し
た
。畑

さ
ん
は「
命
の
輪
、連
な

り
重
な
っ
て
」を
テ
ー
マ

に
約
1
時
間
半
に
わ

た
っ
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。会
場
と
な
っ

た
天
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
名
城
ホ
ー
ル
は
満

席
と
な
り
、6
0
0
人
が
畑
さ
ん
の
軽
妙
な

話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
、下
山
宏
学
長
が
、環
境

問
題
は
本
学
の
教
育
と
研
究
を
支
え
る
柱

の
1
つ
で
あ
り
、タ
ワ
ー
75
の
建
設
な
ど

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
で
も
環
境
に
配
慮

し
て
い
る
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
畑
さ
ん
は
、自
身
が
住
む
北
海
道
の
自
然

環
境
も
ス
ズ
メ
や
ハ
チ
の
姿
が
目
に
見
え

て
減
る
な
ど
急
激
に
環
境
変
化
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
。さ
ら
に
、ブ
ラ

ジ
ル
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、畑
さ
ん
が
訪
れ

た
世
界
の
国
々
で
、生
物
が
相
互
依
存
的
に

生
息
し
て
い
る
例
を
紹

介
し
、生
物
多
様
性
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
温
暖
化
が
進

み
、虫
や
動
物
が
通
常

よ
り
も
早
く
冬
眠
か
ら

目
覚
め
て
も
、食
べ
る

も
の
が
な
く
息
絶
え
て

し
ま
う
。エ
サ
と
な
る

植
物
が
開
花
す
る
に
は
、

気
温
と
日
照
時
間
の
2

つ
の
条
件
が
揃
う
必
要

が
あ
る
か
ら
だ
」と
季
節
の
ズ
レ
が
生
じ
て

い
る
こ
と
の
危
機
感
を
語
り
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
中
津
川
市
か
ら
娘
さ
ん
と
訪
れ

た
と
い
う
フ
ァ
ン
の
男
性
は
、講
演
を
聞
い

て
、「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
の
テ
レ
ビ
は
親
子

で
ず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。今
日
は
握
手
も

し
て
い
た
だ
き
、最
良
の
一
日
で
す
」。ま
た
、

娘
さ
ん
は「
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ

て
い
る
な
と
感
心
し
ま
し
た
。行
動
力
が

あ
っ
て
の
知
識
量
な
の
で
し
ょ
う
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
C
O
P
10
を
前
に
、講
座
の
参
加
者
に

と
っ
て
は
、改
め
て
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

朝

わ
が  

た

第5回 親子里山自然教室

ムツゴロウさんが「環境7大学集中公開講座」で講演

間伐作業体験の様子

10

コナラやクリなどの苗木を植樹

巣箱の設営を行う子どもたち

写真家　浅井 愼平 氏、名古屋市東山植物園参与　岡島 徳岳 氏、
名城大学都市情報学部　小池 聡 教授

フリーアナウンサー　草野 満代 氏

0304



理工学研究科情報工学専攻
吉川雅弥研究室

成瀬 郷さん（修士課程1年）
【日本知能情報ファジィ学会第20回ソフトサイエンス・
ワークショップでベストプレゼンテーション賞】

理工学研究科電気電子工学専攻
清水教之・村本裕二研究室

奥村 賢直さん（博士前期課程1年）
【国際電気電子学会誘電電気絶縁部会（IEEE 
DEIS）日本支部「2009 IEEE DEIS Japan 
Chapter Student Best Paper Presentation 
Award in International Conference」】

理工学部情報工学科
中野倫明研究室

加藤 千恵さん（4年）
【社団法人電子情報通信学会東海支部開催の
平成21年度卒業研究発表会口頭発表部門で
優秀卒業研究発表賞】

理工学研究科情報工学専攻
山田宗男・山本新研究室

鈴木 勇太郎さん（修士課程2年）
【自動車技術会2009年度大学院研究奨励賞】

法務研究科

松橋 昭範さん（3年）
【愛知県弁護士会法科大学院特別委員会主
催、模擬裁判法科大学院対抗戦で技能賞】

理工学研究科建設システム工学専攻
小髙猛司研究室
寺本 優子さん（修士課程2年）・
中島 康介さん（同）・
平手 寿大さん（修士課程1年）・
牧田 祐輝さん（同）
【第54回地盤工学シンポジウム（地盤工学会創立
60周年記念シンポジウム）で優秀論文賞】

理工学部（理工学研究科）
高橋友一研究室チーム

市橋 浩典さん・内山 雅文さん・
岡谷 賢さん（以上、修士課程１年）・
橋本 哲也さん（学部4年）
【ロボカップジャパンオープン2009大阪のサッカー
Mixed Realityリーグ（マイクロロボット）で1位】

理工学研究科材料機能工学専攻（電気電子・情
報・材料工学専攻）
天野浩・岩谷素顕研究室

飯田 大輔さん（博士後期課程2年）・
浅井 俊晶さん（修士課程2年）・
松原 哲也さん（同）
【日本結晶成長学会ナノエピ分科会主催、第１回
窒化物半導体結晶成長講演会「窒化物半導体
結晶成長の未来を展望する」で発表奨励賞】

薬学部

三枝 聡実さん・光崎 亜弥さん・
河合 敦子さん・川瀬 祐太さん・
楠木 彩夏さん・小林 理穂さん・
後藤 紗彩さん（すべて1年）
【日本薬学会東海支部第55回（平成21年度）例
会で発表賞】

薬学部
微生物学研究室

奥村 欣由さん（研究員）
【第17回国際医真菌学会・第53回日本医真菌学
会総会で優秀論文賞。奥村さんの他、薬学部二
改俊章教授、打矢恵一准教授、小森由美子准
教授らも受賞】

薬学研究科
薬物動態制御学研究室

細江 慎吾さん（修士課程2年）
【国際シンポジウム「17th International Symposium
on Microencapsulation」でBest Poster 
Presentation Award】

理工学部建築学科

谷田真研究室
【広島市現代美術館主催「ゲンビどこでも企画
公募」でそごう広島店賞】

理工学研究科情報工学専攻
渡邊晃研究室

鈴木 秀和さん（研究員）
【DICOMO2009優秀論文賞、ヤングリサーチャ賞
（同時受賞）】

経営学部
大﨑孝則ゼミ

稲垣 和恵さん・大竹 舞さん・
半澤 大一さん（以上、3年）・
安藤 南さん・市丸 裕樹さん・
髙野 翔太さん（以上、2年）
【第4回名古屋マーケティング・インカレ（協賛：日経
ビジネス）で優勝】

理工学研究科機械システム工学専攻
福田康明研究室

平田 将太さん（修士課程1年）
【平成21年度日本人間工学会で優秀研究発表
奨励賞】

理工学研究科建設システム工学専攻
小髙猛司研究室

中島 康介さん（修士課程2年）
【地盤工学会第44回地盤工学研究発表会で優
秀論文発表者賞】

【土木学会平成21年度全国大会第64回年次学
術講演会で優秀講演者賞】

附属高校

成瀬 柚妃さん（普通科1年）・
成瀬 萌々さん（総合学科1年）
【国税庁主催「税に関する高校生の作文」で成
瀬柚妃さんが名古屋国税局長賞、成瀬萌 さ々ん
が名古屋中村税務署長賞】

理工学研究科情報工学専攻
高橋友一研究室

岡谷 賢さん（修士課程１年）・
佐藤 圭さん（修士課程2年）

柳田康幸研究室

舩戸 宏徳さん（修士課程2年）
【日刊工業新聞社主催の第7回キャンパスベン
チャーグランプリ中部で努力賞】

附属高校

宮地 希和さん・
新沼 奈美さん（ともに総合学科1年）
【POPコンテスト2009（名古屋学院大学商学部主
催・三省堂書店テルミナ店協力）で宮地さんが最
優秀賞、新沼さんが三省堂賞】

平成21年度に表彰・入賞された方々
学外から表彰・入賞された学生、教員等を紹介します！

教員等

学生等

※所属、学年、職名は受賞時のものです。
※名城大学通信の既掲載分を除きます。
※本学関係者以外との共同受賞はその
方の紹介を省略しています。

理工学部

小林 明発教授
【2008年度日本トライボロジー学会功績賞】

都市情報学部

海道 清信教授
【第30回国際交通安全学会賞（著作部門）】

総合研究所

高倍 昭洋教授
【2008年度日本植物細胞分子生物学会論文賞】

理工学部

石原 荘一教授
【日本設計工学会功労賞】

理工学部

中野 倫明教授
【2008年度自動車技術会技術部門貢献賞】

丸㔟 進名誉教授（本学元学長）・
石丸 典生評議員
【科学技術政策担当大臣賞】

理工学部

猿木 勝司教授・田中 啓介特任教授・
長谷川 智也さん（元猿木研究室）
【ばね学会技術賞】

理工学部

中條 渉教授
【電子情報通信学会通信ソサイエティ優秀論文賞】

薬学部

松葉 和久特任教授
【平成22年度日本薬学会教育賞】

薬学部

大津史子准教授・永松正教授・
灘井 雅行教授・豊田 行康准教授・
後藤 伸之教授・平松 正行准教授・
吉田 勉教授・小森 由美子准教授・
長谷川 洋一教授・亀井 浩行准教授・
野田 幸裕教授・森 健教授
【私立大学情報教育協会賞（優秀賞）】

理工学研究科建設システム工学専攻
渡辺孝一研究室

吉川 瑛人さん（修士課程1年）
【土木学会平成21年度全国大会第64回年次
学術講演会で優秀講演者】

おめでとうございます
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三
重
県
北
勢
地
域
を
拠
点
と
し
た

株
式
会
社
く
じ
ラ
ボ
は
、タ
ウ
ン
情
報

誌「
月
刊KujiRA

」や
結
婚
情
報
誌「
ラ

ヴ
ィ
」、情
報
サ
イ
ト「
く
じ
ら
ま
ぐ

ネ
ッ
ト
」（http://w

w
w
.kujim

ag.

com
/

）な
ど
を
展
開
す
る
情
報
サ
ー

ビ
ス
企
業
で
す
。ま
た
、広
告
代
理
店

と
し
て
各
種
編
集
発
行
物
や
印
刷
物

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
3
月
、「
月
刊KujiRA

」が
創

刊
20
周
年
を
迎
え
、フ
リ
ー
ブ
ッ
ク

（
無
代
誌
）と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。「
情
報
と
発
想
を
形
に
か
え
て

創
造
す
る
業
務
を
通
じ
、個
々
の
人

格
を
高
め
、地
域
と
社
会
に
貢
献
す

る
企
業
を
目
指
す
」を
企
業
理
念
と

し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
き

た
、株
式
会
社
く
じ
ラ
ボ
代
表
取
締

役
の
市
川
さ
つ
き
さ
ん
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

│
今
の
仕
事
に
就
く
ま
で
の
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
中
学
生
の
頃
、自
分
の
発
想
や
ひ

ら
め
き
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
の
楽

し
さ
を
感
じ
た
の
が
始
ま
り
で
、マ

ス
コ
ミ
や
広
告
に
惹
か
れ
て
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
や
企
画
の
仕
事
が
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
庭
の
事
情
で
4
年
制
大
学
へ
の

進
学
は
断
念
し
ま
し
た
が
、名
城
大

学
に
は
商
業
系
の
短
期
大
学
部
が

あ
っ
た
こ
と
、大
学
案
内
の
中
に「
広

告
論
」を
見
つ
け
た
こ
と
が
進
学
の

決
め
手
で
し
た
。

　
就
職
活
動
で
も
や
は
り
マ
ス
コ
ミ

あ
る
い
は
広
告
関
係
に
こ
だ
わ
り
ま

し
た
が
、当
時
は
現
場
担
当
の
女
性

採
用
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、内
定
が
得

ら
れ
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。そ

れ
で
も
当
時
の
就
職
課
の
方
が
ほ
う

ぼ
う
探
し
て
く
だ
さ
っ
て
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
に
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
、名
古
屋
の
広

告
代
理
店
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き

た
ん
で
す
。売
り
手
市
場
で
し
た
が

内
定
を
も
ら
え
た
の
は
11
月
で
し

た
」

│「
月
刊KujiRA

」は
三
重
県
北
勢
地

域
を
中
心
と
し
た
最
新
グ
ル
メ
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
取
り
扱
う
タ
ウ

ン
情
報
誌
で
す
。創
刊
20
周
年
を
迎

え
た
の
を
機
に
、無
料
化
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

　「
実
は
有
料
で
売
っ
て
い
く
こ
と
に

こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。創
刊
当

時
は
、他
地
域
で
は
無
料
の
ミ
ニ
コ

ミ
誌
が
主
流
の
時
代
で
し
た
が
、有

料
誌
ス
タ
イ
ル
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
を
一
軒

一
軒
回
っ
て
関
係
を
築
き
上
げ
、お
客

様
に
お
金
を
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
を
一
つ
一
つ
積
み
重

ね
て
、や
っ
と
の
思
い
で
今
日
ま
で

来
た
か
ら
で
す
。

　
た
だ
、出
版
不
況
や
若
者
の
活
字

離
れ
と
い
っ
た
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

近
年
の
若
い
読
者
が
以
前
の
よ
う
に

お
金
を
出
し
て
ま
で
買
わ
な
く
な
り

ま
し
た
。地
域
を
元
気
に
す
る
た
め

に
は
、若
い
人
が
街
を
活
性
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。そ
の
た

め
に
と
に
か
く
若
い
人
に
読
ん
で
も

ら
お
う
と
、無
料
化
を
決
断
し
た
ん

で
す
」

│
反
響
は
ど
う
で
し
た
か
。

　「
有
料
だ
っ
た
時
は
3
万
部
を
発

行
し
て
い
ま
し
た
。6
万
部
に
倍
増

し
て
無
料
化
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、あ
ま
り
の
人
気
で
品
薄
に
な
っ

た
た
め
、5
月
号
は
7
万
5
千
部
、6

月
号
は
さ
ら
に
8
万
3
千
部
と
部
数

を
増
や
し
ま
し
た
。読
者
ア
ン
ケ
ー

ト
は
7
倍
に
増
え
、意
見
が
し
っ
か

り
と
書
か
れ
る
な
ど
、そ
の
反
響
の

大
き
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、若
い

読
者
層
が
増
え
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。読
者
層
の
若
返
り
は
成
功
し

た
よ
う
で
す
。ま
た
、お
店
か
ら
の
反

応
も
よ
く
な
り
、弊
社
へ
の
問
い
合

わ
せ
も
増
え
ま
し
た
」

│
短
大
部
時
代
の
思
い
出
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　「
世
界
民
俗
音
楽
研
究
会（
世
民

研
）で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。大
学
祭
の
準
備
の
た
め
に

大
学
に
泊
ま
っ
た
り
、入
場
券
を
配

り
歩
い
た
り
し
た
こ
と
が
よ
い
思
い

出
で
す
。
在
学
中
は
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。す
ご
く
自
由
で
、何
に

も
縛
ら
れ
な
か
っ
た
、そ
う
い
う
校

風
が
好
き
で
し
た
」

│
今
の
名
城
大
学
を
ど
の
よ
う
に
思

い
ま
す
か
。

　「
4
、5
年
前
に
卒
業
生
の
友
人
と

天
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
く
を
通
り
か

か
っ
た
時
に
久
し
ぶ
り
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
が
、以
前
で
は
想
像
も
つ
か

な
か
っ
た
ほ
ど
建
物
は
す
ば
ら
し
く
、

近
代
的
に
な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

逆
に
、世
民
研
の
部
室
は
そ
の
ま
ま

で
、ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
か
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
2
年
し
か
在
学
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、愛
校
心
は
と
て
も
あ
り
ま
す
。在

学
生
の
み
な
さ
ん
は
大
学
が
発
展
す

る
た
め
に
実
績
を
し
っ
か
り
と
残
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、卒

業
生
の
み
な
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
形

で
在
学
生
や
大
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
い
で
す
ね
」

　「
月
刊KujiRA

」を
名
実
と
も
に
三

重
県
下
No.
1
の
情
報
誌
に
す
る
と
と

も
に
、強
靭
な
経
営
体
質
の
会
社
、社

員
が
誇
り
を
も
っ
て
仕
事
が
で
き
る

会
社
、周
り
に
自
慢
で
き
る
会
社
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
市
川
さ
ん
。

代
表
取
締
役
と
し
て
自
分
に
し
か
で

き
な
い
仕
事
、や
る
べ
き
仕
事
を
自
覚

し
な
が
ら
も
、「
や
っ
ぱ
り
現
場
が
大

好
き
」と
屈
託
な
い
笑
顔
を
の
ぞ
か

せ
ま
し
た
。

く卒業生 第30回

１９８４年
短期大学部商経科卒

三重県出身。広告代理店に勤務の後、株式会社くじラボの前身である「有限会社くじら編

集室」の立ち上げに携わり、取締役編集長となる。99年に社長、2009年に株式会社とな

り、社名も変更した。

株式会社くじラボ
代表取締役 さん

いち  か わ

市川 さつき

こ
の
仕
事
が
好
き
!

そ
の
思
い
が
地
域
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る

経営者の傍ら、営業で「現場」に赴くことが今でも好きという市川さん

輝
か が や

「月刊KujiRA」や「ラヴィ」の他、各種別冊も発行している
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「人材の確保と育成」分野
●優れた学生・生徒及び教職員の確保に向けた支援策を講ずる。

・平成22年度大学入試において、29,405名の志願者を確保。
・平成22年度から、都市情報学研究科修士課程及び大学・学
校づくり研究科修士課程において、長期履修制度を導入。
・著しい功績等をあげた教授を対象とする終身教授制度を導入。
・附属高等学校における平成22年度入試において、7年連続
で愛知県下No.1の志願者7,408名を確保。

●大学院教育を含むFD（Faculty Development）活動を支援する。

・「学生が本気で取り組む「学び」の
方法論について考える」をテーマ
にFD講演会（平成21年11月6日）
を開催し、201名が参加。

・「授業の工夫を共有する」をテーマ
に第2回T&L CAFE（Teaching & 
Learning CAFE）（平成21年12月
17日）を開催し、28名が参加。

・METS（英語教員研修）を18回実施し、延べ270名参加。
・後期に教員と学生による授業満足度アンケートを実施。（実
施率92.2％）

●事務職員の人材高度化をめざすSD（Staff Development）を
支援する。

・大学・学校づくり研究科を事務職員1名が修了。
・平成22年度大学院派遣研修として、大学・学校づくり研究科
に2名を派遣。
・「平成21年度　MS-15に係るスタッフ研修」を実施し、事務
職員145名参加。（平成21年10月14日、15日）

●附属高等学校における教員研修の充実を支援する。

・平成21年8月3日に「MS-15展開シートづくり」（参加者46
名）、8月26日に「未来完了型学校づくり・職場診断」（参加者
43名）をテーマとする教員研修（講師：大学・学校づくり研究
科 木岡教授）を実施。
・平成21年7月1日に「AO入試受験指導について」（参加者53
名）、10月15日及び12月2日に「マインドマップ講習会」（参加者
17名）、12月22日に「担任力・授業力グレードアップに向けて」
（参加者41名）、平成22年3月5日に「体ほぐし体操」（参加者32
名）をテーマに教員研修を実施。

Ⅱ　主な事業の結果

1

「教育の充実」分野
●JABEEを始めとする国際的に通用する教育プログラムを支援する。

・JABEEへの継続的な取り組み。（理工学部材料機能工学科及
び環境創造学科が新規審査、電気電子工学科、機械システム
工学科及び交通科学科が継続審査を受審）
・平成21年度JABEE修了者105名、修了予定者205名。

●学士課程教育の質向上に向けてオンリーワンの教育拠点づくりを
支援する。

・「大学教育・学生支援推進事業〔テーマB〕」に申請し、採択。
（「取組名：大規模大学における学士力向上に向けた就職支
援の充実」／キャリアセンター）

●初年次教育を含む全学共通教育の充実を支援する。

・犬山サミットにおいて、「教職協働の事例を通した、教育の質
向上策を探る」をテーマに都市情報学部のファンデーション
プログラム、全学共通教育英語プログラム及び多読プログラ
ムの話題提供を基に検討。（平成21年10月30日～31日）
・平成22年度入学予定者を対象に、基礎学力と学習意欲の向上を
狙いとして、学習支援（MEC）プログラムを実施し、785名が受講。

●実践的英語力の底上げと卓越性への取組を支援する。

・「多読ルーム」において、蔵書数17,250冊を整備し、利用者数
30,668名、貸出冊数64,123冊の実績を上げ、学生の英語運
用能力向上に努めた。

●附属高等学校の教育活性化と卓越性への取組を支援する。

・「NIE」新聞学習に取り組み、団体、個人ともに入賞。
・総合学科において、地産地消、トワイライトスクールとの交
流、再生チョークなど、独自のプログラムを開発。
・普通科国際クラスと人間学部との高大一貫教育について、第
4期生（18人）が人間学部に入学。

●附属高等学校のキャリア教育体制の充実を支援する。

・キャリア教育の一環として、外部講師を37名招聘し、講演を実施。
・総合学科の「産業社会と人間」の授業において、年間を通し
たキャリア教育プログラムを実施。

●附属高等学校の課外活動の活性化を支援する。

・「第54回全国高等学校軟式野球
選手権大会」において、軟式野球
部が準優勝。

・「第64回国民体育大会（トキめき新潟国体）」において、愛知
県代表として出場した軟式野球部が3位。

2

「研究の充実」分野
●研究科における国際的に通用する教育研究プログラムを支援する。

・「大学院教育プロジェクト」として、新規に5プロジェクト（経営
学研究科1件、経済学研究科2件、農学研究科1件、薬学研究
科1件）に、6,702千円を支援。

●研究科におけるオンリーワンの教育研究拠点づくりを支援する。

・経済産業省の産業技術研究開発施設整備費補助金に、「LED
研究センター（仮称）」を申請し、採択。

●グローバルCOEプログラムの育成と獲得に向けた支援を継続する。

・平成21年度グローバルCOEプログラムに1件申請。

●外部研究資金の獲得を奨励し必要な支援策を講ずる。

・科学研究費補助金：申請件数184件、採択件数72件、採択金
額162,250千円。

・受託性大型プロジェクト：44件・294百万円、受託研究：41
件・47百万円、奨学寄附金：67件・66百万円。

●附属高等学校の特色ある教育プログラムの開発・研究を支援する。

・「第4回スーパーサイエンスハイスクール東海地区フェスタ
2009」（平成21年7月18日）を開催。
・SSHに係わり、課題研究生徒によ
る中間発表会、最終発表会、全校
生徒研究発表会を実施。

・国際クラス、SSHクラスを対象とした英語多読プログラムを
実施。

3

「学生・生徒支援体制の充実」分野
●学生・生徒満足度の向上を目指す総合的支援を奨励する。

・新入生及び在学生に対して、学費に係る緊急経済支援を実施。
・学生の教育環境の向上、学生の
学習支援システムの構築等を目
的として、マイクロソフト㈱と包括
協定を締結。

・「明るく親しみやすい図書館」の実現に向け、学生の意見反
映を目的とする「図書館応援団」を組織化。

●課外活動の強化クラブ等への支援を強化し育成環境の充実策を
講ずる。

・特別強化スポーツクラブ（女子駅伝部、硬式野球部）及び強
化スポーツクラブ（柔道部、ハンドボール部、アメリカンフッ
トボール部、ラグビー部、バレーボール部）への支援の実施。
・「第27回全日本大学女子駅伝対
校選手権大会」及び「第7回全日
本大学女子選抜駅伝競走」にお
いて、女子駅伝部が共に第3位。

・ハンドボール部が「東海学生ハンドボール春季リーグ戦」に
おいて、優勝。

・アメリカンフットボール部が東海
リーグで優勝し、「第1回全日本大
学選手権大会」において、準決勝
に進出。
・柔道部が東海学生柔道夏季優勝大
会において男子・女子ともに優勝。
・ラクロス部が東海大学リーグ戦で
優勝し、「第1回全日本大学選手権
大会」において、4位。
・スケート部の佐藤弘章選手が、全
日本ショートトラック選手権大会で
優勝し、世界選手権代表に選出。

●キャリア自己開発の促進を支援する。

・就職情報交換会を開催。（250社参加）
・学内企業セミナーを開催。（618社参加）
・インターンシップに390名の学生が参加。

●国際交流・連携プログラムの組織化に取り組む。

・海外協定校として、新たに3校と締結。（海外協定校数：52大学等）
・附属高等学校において、次年度に向けて、チュラロンコン大
学、タイFIO等の連携を継続。

●附属高等学校のカウンセリングの充実策を講ずる。

・附属高等学校において、スクールカウンセラーを含むチーム
カウンセリングを実践。

4

経営と教学が協働するガバナンス体制の構築
●平成21年度から理事及び評議員の定数を見直した。
（理事定数 10人～13人→12人～15人、評議員定数32人～40人
→38人～45人）

●コンプライアンスの観点から、監事を1名増員し、3名とした。

Ⅰ　基本テーマに対する結果

リベラルアーツ系新学部の設置
●新学部設置構想について、学内での議論を踏まえ、新たに
「新学部構想委員会」を設置し、改めて議論を進めることと
なった。

1 2

総合学園化構想を踏まえた附属中学校の設置
●附属中学校の設置に向けて、コンセプト及び育成する人材
像を策定し、平成25年4月の開設を目指して、引き続き議論
を進めることとなった。

3 開学100周年を目指した周年事業プロジェクトの推進
●開学100周年事業のコンセプトについて議論を進め、引き
続き具体的な事業についての議論を進めることとなった。

4
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「卒業生及び父母（保護者）との連携強化」分野
●卒業生及び父母（保護者）との交流の促進を支援する。

・卒業30周年事業ホームカミングデイ（平成21年11月28日）
を開催し、140名の卒業生が参加。
・卒業生高校教員との交流会（平成21年10月17日）を開催し、
80名の卒業生が参加。

・各学部において、地区懇談会を68会場で実施。
・全国35支部で開催された校友会支部総会に理事長、学長、
学部長等が出席した。

5

「産学官連携の推進」分野
●特許を始めとする知的財産創出及び活用の促進に向けた取
組を支援する。

・特許出願は、国内出願19件、国外出願6件。

●産学官協働のプログラム化の動きを奨励し、戦略的連携策の
取組を支援する。

・産学連携の共同研究等を推進すること等を目的として、名古
屋銀行と産学連携に係る包括協定を締結。
・とよたビジネスフェア2009、エレクトロニクスショーなどの
展示会に積極的参加。
・名古屋商工会議所、大府商工会議所、岡崎商工会議所等と
連携し、交流会等に積極的に参加。

6

「地域貢献」分野
●名城サテライトにおけるプログラム強化を支援する。

・名駅サテライト（MSAT）において、年間18コマの公開講座を
開講。
・名駅サテライト（MSAT）を卒業生及び本学関係者を中心に、
22,331名が利用。

●安心安全の地域づくりに向けたボランティア活動を支援する。

・「ボランティア協議会」の活動（省エネパトロール、地域安全
パトロール、災害復興ボランティア、盲導犬ボランティア、あ
したの丘ボランティアなど）に積極的に支援。
・「ボランティア協議会」が名古屋市と防犯活動に関する「なご
や防犯ボランティア団体協定」を締結。
・附属図書館都市情報学部分館と可児市立図書館とで、「相互
協力に関する協定」を締結。

●地域生涯学習プログラムに対する拠点づくりの支援策を講ずる。

・刈谷市教育委員会と教育連携に関する協定書を締結し、刈
谷市総合文化センターにおける生涯学習講座を開設。
・理工学部市民開放講座を始めとする公開講座に、延べ
10,321名が参加。

●附属高等学校の地域社会との交流促進を支援する。

・附属高等学校の生徒が地域と連携し、庄内用水一斉清掃を
実施。
・附属高等学校の生徒が主体となり、学校周辺の清掃活動（栄
生、東枇杷島から学校）を実施。

7

「経営改革」分野
●教育組織及び研究組織の改組・新設に取り組む。

・平成23年4月開設に向けて、人間学研究科修士課程の設置
構想を策定。
・研究活動の活性化と可視化を目的とする総合研究所の再編
案を策定。

●年度目標額の設定と達成に向けた募金事業に取り組む。

・「名城大学教育振興資金」として145件、約48,347千円の寄
付を受納。
・その他、校友会及びスポーツ・文化後援会から、強化スポー
ツクラブ等への支援を受けた。

●国や県からの補助金の獲得に向けて組織的に取り組む。

・特別補助金として、764百万円を獲得。

●施設設備の充実に向けて、再開発計画マスタープランの実行
と評価に取り組む。

・塩釜東研究棟（仮称）の建設に着手。
・第一グラウンドの人工芝設置工事を実施。
・附属高等学校の新体育館の建設に着手。

●組織マネジメントの観点から、事務組織の充実に取り組む。

・学務センターと学部事務室の強化に向けた事務組織再編案
を策定。

●人材のプロフェッショナル化を促す給与体系の見直しに取り組む。

・「賃金の在り方専門委員会」において制度設計した新俸給体
系について、引き続き議論を重ねた。

8

●社会的責任を意識した危機管理体制の構築に取り組む。

・新型インフルエンザに係わり、
「名城大学新型インフルエンザ対
策本部」を設置し、迅速に対応。

●ISO14001の推進を継続して取り組む。

・ISO14001に基づく取り組みを推進。
・第8回ISO14001フォーラム（平成21年12月5日）を開催し、約
500名が参加。

●附属高等学校における目標共有を中心としたマネジメント体
制を整備する。

・運営委員による、各科・クラス体制と将来像についての意見
交換の場を設定し、共有化を図った。

●附属高等学校の活性化につながる教員専任率向上に取り組む。

・平成22年度の教員専任率の向上に向けて、採用を進めた。
（5名新規採用）

経営・教学の動き
１）経営

①平成22年度から、法務研究科において、入学定員を50名か
ら40名に減じた。

②外部環境等を踏まえて、学校法人名城大学の基本戦略
（MS-15）の戦略プランを洗練させた。

③「名城戦略マネジメントカレンダー」及び「2008年度MS-15
活動報告書」を作成し、１年間のマネジメントサイクルを明
確にした。

④遠方において就職試験を受けた学生に対し、1万円を限度
に旅費を補助。

２）教学
①新司法試験の最終試験に7名が合格。（本学法務研究科出
身者）

②平成22年度教員採用試験に79名合格。（現役29名、卒業生
50名）

③理工学研究科飯島澄男教授が平
成21年度文化勲章を受章し、理
工学部赤﨑勇教授が京都賞を受
賞。また、理工学部板倉文忠教授
が2009年度「C＆C賞」を受賞。

④アジア研究所の研究助成プロジェクトとして、企画型プロ
ジェクト10件、公募型プロジェクト6件を採択。（総額11,000
千円）

⑤総合研究所において、公開講演会「新型インフルエンザに
ついて（平成21年10月10日）」を開催。（参加者250名）

⑥アジア研究所において、元国連事務次長 明石康氏を講師に
招き、講演会「国連平和維持活動の変遷と展望（平成21年
12月16日）」を開催。（参加者120名）

⑦７つの学内助成事業を対象に公募を実施し、選定した結
果、50課題で総額55,320千円を助成。

⑧「名城大学Day」（平成21年9
月19日）を開催し、4,300名が
参加。

⑨「名城大学信濃シンポジウム」（平成21年11月21日）を開催
し、100名が参加。

⑩COP10（生物多様性条約第10回締約国会議）のパートナー
シップ事業として「エコキャンパスプログラム」を実施。

⑪高校等への出前講義の実施。（114件）

⑫附属高等学校における学校評議員会において、MS-15の戦
略ドメインに基づく附属高等学校の現状・推薦入試の合格
状況・客観的資料（新聞記事）に基づく生徒の活動状況の報
告を実施。

9
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　大学学生数が引き続き16,000人を超え、帰属収入はH21も約250億円の高水準となりました。

　一方で、消費支出は教員数の増加があったものの、退職金の減少や、情報システム導入が完了したため、前年比14

億円の減少となりました。

　この結果、帰属収支差額は35億円となり、前年を上回る高い水準となりました。

1.消費収支計算書

　高水準の帰属収支を反映して、自己資金が35億円増加しました。大半は金融資産として蓄積されました。

なお、デリバティブ関連の損失（含み損）はありません。

2.貸借対照表

3.基礎数値

消費収入の部

消費支出の部

科　目 H21年度 H20年度 増　減

学生生徒等納付金 19,382 19,646 △ 264

手数料 1,057 1,083 △ 26

寄附金 271 227  44

補助金 2,682 2,845 △ 163

資産運用収入 417 430 △ 13

事業収入 454 683 △ 229

雑収入 736 1,257 △ 521

帰属収入合計 24,999 26,171 △ 1,172

基本金組入額合計 △ 1,493 △ 974 △ 519

消費収入合計 23,506 25,197 △ 1,691

科　目 H21年度 H20年度 増　減

人件費 12,129 13,496 △ 1,367

教育研究経費
（内減価償却額）

7,838
（2,274）

7,688
（2,247）

 150
 （27）

管理経費
（内減価償却額）

1,260
（161）

1,645
（159）

△ 385
 （2）

借入金等利息 14 18 △ 4

資産処分差額 186 40  146

消費支出合計 21,427 22,887 △ 1,460

帰属収支差額 3,572 3,284  288

1

資産の部1

2

学生数減少により
微減したが、
高水準を継続

金融資産
（現預金）の
増加 特別補助が減少するも、

過去最高のH20に次ぐ
額を獲得

H20の超大型受託研究
終了により減少

退職金減に伴い、
退職金財団交付金も減少

退職金減により
人件費総額は減少したが、
教育充実に向けた
教員数は増加

経済不況対策の
奨学金充実などにより増加

H20で情報システム
初期導入が完了したため、
H21は減少

国への備品返還発生

科　目 H21年度 H20年度 増　減

固定資産 71,995 72,742 △ 747

有形固定資産 52,868 53,414 △ 546

その他の固定資産 19,127 19,328 △ 201

流動資産 20,118 16,391  3,727

合　計 92,113 89,133  2,980

(単位：百万円)

負債の部　基本金の部　消費収支差額の部2

科　目 H21年度 H20年度 増　減

(単位：百万円)

(単位：百万円)

(単位：百万円)

負債の部合計  9,305  9,898 △ 593

固定負債  4,255  4,755 △ 500

流動負債   5,050  5,143 △ 93

自己資金  82,808  79,235  3,573

基本金の部合計  88,215  86,722  1,493

消費収支差額の部合計 △ 5,407 △ 7,487  2,080

合　計  92,113  89,133  2,980

学生数推移
大学学生数（人）

志願者数推移
大学志願者数（人）

専任教員数
大学教員数（人）
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0.3％34.1％1.7％2.5％20.3％2.8％28.9％9.2％0.2％

0.3％36.6％1.6％2.3％19.5％2.6％27.5％9.3％0.3％

0.8％36.9％1.2％2.6％19.1％2.5％25.6％10.9％0.4％

農 業 建設業 製造業 運輸・
通信

卸売・
小売

金融・
保険 不動産 サービス その他

（％）

（％）

　

昨
年
春
の
第
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
続
き
、第
1
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
人
工
芝
が
設
置
さ
れ
、4
月
18
日
か

ら
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

第
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
面
積
が
2
1,

1
8
8
㎡
で
、主
に
野
球
や
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
他
、サ
ッ
カ
ー
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
に
使
用
で
き
る

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
9
面
、練
習
用
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
1
面

を
備
え
て
お
り
、正
課
体
育
の
授
業
や

課
外
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
人
工
芝
を
設
置

　

4
月
11
日
、カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
キ
ン
グ

ス
ト
ン
で
第
17
回
世
界
大
学
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、日
本
代
表
と
し

て
女
子
駅
伝
部
の
野
村
沙
世
選
手（
法
学
部
応

用
実
務
法
学
科
3
年
）と
小
田
切
亜
希
選
手（
同

2
年
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
小
田
切
選

手
が
ト
ッ
プ
と
お
よ
そ

1
分
7
秒
差
の
17
分

36
秒
1
で
19
位
、野
村

選
手
が
同
じ
く
1
分

17
秒
差
の
17
分
46
秒

1
で
24
位
で
し
た
。な

お
、他
大
学
の
学
生
2

人
と
の
日
本
女
子
チ
ー

ム
と
し
て
は
9
か
国

中
総
合
5
位
で
し
た
。

女
子
駅
伝
部
2
人
が

世
界
大
学
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会
に
出
場

　

愛
知
大
学
野
球
2
部
リ
ー
グ
の
春
季
リ
ー
グ

戦
で
優
勝
を
決
め
た
硬
式
野
球
部
は
、6
月
5

日
、6
日
に
実
施
さ
れ
た
1
部
・
2
部
入
替
戦（
対

中
京
大
学
）に
勝
利
し
、3
季
ぶ
り
の
1
部
リ
ー

グ
復
帰
を
決
め
ま
し
た
。

　

第
1
戦
は
中
京
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、芳

川
浩
嗣
選
手（
経
済
学
部
3
年
）の
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
含
む
3
安
打
2
打
点
の
活
躍
な
ど
で
5
対
3

と
勝
利
。第
2
戦
は
名
城
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、主
将
で
2
部
リ
ー
グ
の
最
優
秀
選
手
賞
に
選

出
さ
れ
た
森
越
祐
人
選
手（
経
済
学
部
4
年
）の

ホ
ー
ム
ラ
ン
や
、連
日
と
な
る
芳
川
選
手
の
3
安

打
3
打
点
の
活
躍
と
4
人
の
投
手
リ
レ
ー
で
逃

げ
切
り
、8
対
4
で
勝
利
、ト
ー
タ
ル
2
勝
と
し

て
一
気
に
昇
格
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
神
宮
大
会
出
場
を
目
指
し
て
、1
部

リ
ー
グ
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

硬
式
野
球
部
が
1
部
に
復
帰
決
定

S
P

O
R

T
S

F
A

C
IL

IT
IE

S

　

5
月
17
日
、愛
知
銀
行
と
産
学
連
携
の
推
進

に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。本
学

が
保
有
す
る
学
術
研
究
の
成
果（
シ
ー
ズ
、特
許

等
）と
、愛
知
銀
行
の
保
有
す
る
企
業
情
報
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
相
互
に
生
か
し
、共
同
研
究

等
の
推
進
と
地
域
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。本
学
が
銀
行
と
連

携
協
定
を
結
ぶ
の
は
2
0
0
9
年
の
名
古
屋
銀

行
に
続
い
て
2
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

協
定
調
印
式
は
、本
学
か
ら
は
下
山
宏
学
長
、

新
居
直
祐
副
学
長
、坂
齊
学
術
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
長
、愛
知
銀
行
か
ら
は
幅
健
三
取
締
役
頭

取
、馬
渕
秀
樹
常
務
取
締
役
、宮
地
英
治
取
締
役

営
業
統
括
部
長
が
出
席
。下
山
学
長
は「
大
学
は

厳
し
い
競
争
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、愛

知
銀
行
と
の
連
携
を
通
じ
て
教
育
、研
究
の
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
。幅
頭
取
も「
こ
れ
か
ら
の
銀
行
は
資
金
支
援

の
面
だ
け
で
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
8
学
部
21

学
科
を
擁
し
、
幅

広
い
分
野
で
の
研

究
シ
ー
ズ
を
持
つ

名
城
大
学
と
の
連

携
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
」

と
連
携
の
意
義
を

強
調
し
ま
し
た
。

愛
知
銀
行
と
産
学
連
携
推
進
で
包
括
協
定

C
O

O
P

E
R

A
T

IO
N

S
P

O
R

T
S

（上）小田切選手　（下）野村選手

　

平
成
21
年
度
新
卒
採
用
の
背
景
に
は
、「
①
景
気

後
退
」「
②
質
重
視
の
採
用
方
針
」「
③
就
職
氷
河
期

採
用
の
反
省
」の
３
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
し
た
。

　

①「
景
気
後
退
」は
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ

て
決
定
的
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
は
、景
況
感
の

急
激
な
悪
化
に
と
も
な
い
、平
成
21
年
3
月
卒
内

定
者
の
内
定
取
り
消
し
、大
手
企
業
の
平
成
22
年

3
月
卒
採
用
数
の
大
幅
減
な
ど
が
頻
繁
に
報
道
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
社
会
動
向
は
企
業
の
採

用
活
動
や
学
生
の
就
職
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　

②「
質
重
視
の
採
用
方
針
」は
、年
々
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。平
成
18
年
卒
を
境
に
、採
用
数
を「
減

ら
す
」か
ら「
増
や
す
」企
業
が
増
え
ま
し
た
。そ
れ

以
降
、企
業
の
採
用
意
欲
が
年
々
上
昇
し
ま
し
た

が
、過
去
の
バ
ブ
ル
期
の
採
用
と
異
な
り
、採
用
予

定
枠
を
満
た
す
た
め
に
採
用
基
準
を
下
げ
な
い

「
質
重
視
」の
方
針
を
各
企
業
は
採
っ
て
い
ま
す
。採

用
縮
小
に
転
じ
た
平
成
22
年
卒
採
用
に
お
い
て

は
、そ
の
傾
向
が
さ
ら
に
進
み
ま
し
た
。

　

③「
就
職
氷
河
期
採
用
の
反
省
」か
ら
、近
年
の

厳
し
い
経
済
環
境
下
で
も
、一
定
の
採
用
人
数
を
確

保
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。就
職
氷
河
期
に
採

用
を
極
端
に
抑
制
し
た
結
果
、多
く
の
企
業
で
、

「
失
わ
れ
た
世
代
」と
し
て
該
当
年
齢
層
の
人
材
不

足
、先
輩
・
後
輩
を
欠
い
た
前
後
の
世
代
の
成
長
不

足
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。近
い
将
来
の
企
業

運
営
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
、大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
反
省
か
ら
、新

卒
採
用
は
景
気
の
変
動
に
か
か
わ
ら
ず
継
続
し
て

行
い
、一
定
の
採
用
人
数
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
と

の
認
識
が
企
業
に
広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、採
用
枠
は
非
常
に
狭
く
な
っ

て
い
る
も
の
の
、過
去
の
就
職
氷
河
期
採
用
の
反

省
か
ら
採
用
を
ゼ
ロ
に
す
る
企
業
は
少
な
い
状
況

で
し
た
。し
か
し
、採
用
枠
を
縮
小
し
て
い
る
上
に

質
重
視
の
傾
向
は
非
常
に
強
く
、採
用
予
定
数
に

満
た
な
く
て
も
採
用
を
終
了
す
る
企
業
が
多
く
、

非
常
に
厳
し
い
就
職
戦
線
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、就
職
活
動
の
緊

急
支
援
措
置
と
し
て
、東
海
圏
以
外
に
ま
で
活
動

範
囲
を
広
げ
て
内
定
の
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、

「
遠
方
に
お
い
て
就
職
試
験
を
受
け
る
際
の
旅
費

補
助（
平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
、平
成
22
年
3
月

末
の
間
、１
人
１
回
片
道
分
で
上
限
１
万
円
）」を

行
い
ま
し
た
。※
平
成
22
年
度
に
お
い
て
も
、4
月
か
ら
特
別

措
置
と
し
て
同
様
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
就
職
環
境
下
に
お
い
て
最
終
的

に
、本
学
全
体
の
就
職
率（
卒
業
生
数
か
ら
大
学
院

進
学
者
数
を
除
い
た
数
に
対
す
る
就
職
率
）は
、

81
・
9
％（
前
年
度
87
・
2
％
）と
な
り
ま
し
た
。前

年
度
比
較
5
・
3
ポ

イ
ン
ト
減
と
な
り
、

非
常
に
厳
し
い
結

果
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
就

職
戦
線
に
つ
い
て
、

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー

ク
ス
研
究
所
の
調

査
に
よ
る
と
、平
成
23
年
3
月
卒
業
の
大
卒
求
人

倍
率
は
1
・
28
倍（
昨
年
1
・
62
倍
）、求
人
総
数
は

58
・
2
万
人（
昨
年
72
・
5
万
人
）と
、大
卒
求
人
倍

率
は
0
・
34
ポ
イ
ン
ト
減
少
、求
人
総
数
は
14
・
3

万
人
減
少
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、平
成
22
年
度
も
厳
し
い
就
職
環

境
に
変
わ
り
な
く
就
職
戦
線
は
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

❶ 

求
人
状
況

　

平
成
21
年
度
の
求
人
社
数
は
、7,
7
4
9
社（
平

成
20
年
度
1
0,
0
3
8
社
）と
な
り
、前
年
度
の

22
・
8
％
減
で
、２
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
求
人
状
況
を
見
る
と
、サ
ー
ビ
ス
業

36
・
9
％
、製
造
業
25
・
6
％
、卸
売
・
小
売
業

19
・
1
％
、建
設
業
10
・
9
％
、金
融
・
保
険
業

2
・
6
％
、そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
、幅
広
い
業
種

か
ら
求
人
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
と
の
比
較
で
、減
少
割
合
が
大
き
い
の

は
製
造
業
と
卸
売
・
小
売
業
で
す
。
反
対
に
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
求
人
割
合
が
大
き
く
な
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

❷ 

就
職
状
況

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、平
成
22
年
3

月
卒
業
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率（
就
職
希
望
者

に
対
す
る
就
職
者
数
）は
91
・
8
％
と
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。本
学
の
就
職
内
定
率
は
、そ
の
平
均
値
を

7
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
98
・
9
％
で
し
た
。

　

ま
た
、本
学
の
就
職
率（
卒
業
者
か
ら
大
学
院
進
学

者
を
除
い
た
者
に
対
す
る
率
）は
、81
・
9
％
で
し
た
。

平
成
21
年
度 

就
職
状
況
報
告

名
城
大
学
の
求
人
・
就
職
状
況

0

2,000

4,000

6,000

8,000
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業種別求人状況就職内定率の推移
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7,749
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98.9％

（全国平均91.8％）
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学内企業研究セミナー教室形式の様子

（左）下山学長　（右）幅頭取
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建設業
9.7％

製造業
23.2％

電気・ガス
0.4％

運輸・通信
4.1％

公務員・教員
7.1％

800人
以上
4.6％500人

以上
10.1％

300人
以上

10.8％

100人
以上
17.4％

50人
以上
6.1％

50人未満
14.1％

卸売・小売
20.7％

金融・保険
8.8％

不動産
1.1％

サービス
20.6％

公務員・教員
7.1％

その他
4.0％

農業
0.3％

電

運輸

保険

産

ス
％

800人
以上500人300人

人

％

1,000人以上
29.8％

　

業
種
別
に
就
職
状
況
を
見
る
と
、第
1
位
は
、製

造
業
が
23
・
2
％
で
、以
下
卸
売
・
小
売
業
20
・

7
％
、サ
ー
ビ
ス
業
20
・
6
％
、金
融
・
保
険
業
8
・

8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。就
職
先
の
業
種
割
合
は
前

年
度
と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、規
模
別
に
見
る
と
従
業
員
５
０
０
人
以

上
の
大
企
業
へ
44
・
5
％
の
学
生
が
就
職
し
て
お

り
、半
数
弱
の
学
生
が
大
企
業
へ
就
職
を
決
め
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
中
で
、1
0
0
0
名
以
上

の
巨
大
企
業
へ
の
就
職
者
数
は
、29
・
8
％
と
な

り
、前
年
度
40
・
7
％
か
ら
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
。大
手
企
業
の
採
用
枠
の
縮
小
が
本
学
に
も
大

き
く
影
響
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

法学部 経営学部 経済学部

アイシン・エィ・
ダブリュ

愛知銀行

SMBCフレンド証券

大垣共立銀行

岡崎信用金庫

京セラ

サンヨーハウジング
名古屋

スズケン

住友電装

中京銀行

中部電力

東海旅客鉄道

中北薬品

名古屋銀行

名古屋高速道路
公社

名古屋鉄道

日本生命保険
相互会社

百五銀行

みずほ証券

明治製菓

ヤマザキマザック

愛知県警察本部

愛知県庁

刈谷市役所

岐阜県警察本部

警視庁

東京消防庁

名古屋市交通局

名古屋市消防局

三重県警察本部

愛知銀行

愛知トヨタ自動車

一条工務店

大垣共立銀行

大垣信用金庫

岡三証券

花王カスタマー
マーケティング

ぎふ農業協同組合

コカ・コーラ
セントラル ジャパン

十六銀行

スズキ

セキスイハイム中部

瀬戸信用金庫

タカラスタンダード

中京銀行

中部電力

東海東京証券

東京商工リサーチ

豊島

なごや農業協同組合

日本生命保険
相互会社

百五銀行

ブリヂストン

ユーフィット

リコー中部

リンナイ

ワールドストアパー
トナーズ

愛知県警察本部

岐阜県警察本部

三重県警察本部

いちい信用金庫

NTN

大垣信用金庫

興和

十六銀行

スズケン

瀬戸信用金庫

タカラスタンダード

大和ハウス工業

東海東京証券

東海旅客鉄道

豊川信用金庫

豊田合成

中北薬品

名古屋鉄道

西日本旅客鉄道

日本生命保険
相互会社

日本通運

野村證券

福井銀行

名鉄百貨店

郵便事業

ユーフィット

リンナイ

愛西市役所

愛知県警察本部

愛知県庁

江南市役所

国家公務員Ⅱ種

三重県庁

アイシン・エィ・
ダブリュ

アイシン精機

愛知製鋼

アスモ

NTTコムウェア

エヌ・ティ・ティ・ドコモ

大林組

鹿島建設

近畿日本鉄道

KDDI

シャープ

ジェイテクト

清水建設

新日本製鐵

スタンレー電気

住友電装

積水ハウス

大成建設

大同特殊鋼

大和ハウス工業

社団法人
中部建設協会

帝国建設
コンサルタント

東海理化電機
製作所

東海旅客鉄道

東芝産業機器製造

トーエネック

凸版印刷

トヨタ車体

トヨタ自動車

トヨタテクニカル
ディベロップメント

トヨタ紡織

豊田合成

中日本建設
コンサルタント

中日本ハイウェイ・
エンジニアリング

名古屋高速道路
公社

名古屋鉄道

西日本旅客鉄道

浜松ホトニクス

日立情報システムズ

日立製作所

日立ソフトウェア
エンジニアリング

富士通
中部システムズ

ホシザキ電機

本田技研工業

ボッシュ

マキタ

マスプロ電工

三菱電機メカトロ
ニクスソフトウエア

ヤマザキマザック

リンナイ

愛知県教育委員会

愛知県庁

岐阜県教育委員会

静岡県教育委員会

静岡県庁

東京都庁

名古屋市交通局

名古屋市役所

三重県教育委員会

三重県庁

アース環境サービス

あいち三河
農業協同組合

赤塚グループ

イチビキ

伊藤ハム

春日井製菓

カネコ種苗

キッセイ薬品工業

キユーピー

興和

敷島製パン

東海分析化学
研究所

中北薬品

名古屋製酪

財団法人日本
食品分析センター

日本食研
ホールディングス

フジパングループ
本社

ホーユー

明治製菓

明治チューインガム

森永産業

ヤハギ緑化

山崎製パン

ヤマモリ

郵便局

愛知県教育委員会

愛知県庁

国家公務員Ⅱ種

名古屋市役所

財務省 名古屋税関

味の素ファルマ

アストラゼネカ

アラクス

安城更生病院

エーザイ

大塚製薬

春日井市民病院

刈谷豊田総合病院

協和ケミカル

公立陶生病院組合
陶生病院

社会福祉法人
聖隷三方原病院

スギ薬局

スギヤマ薬品

スズケン

第一三共

たんぽぽ薬局

独立行政法人
名古屋医療センター

豊川市民病院

トヨタ記念病院

名古屋掖済会病院

名古屋記念病院

名古屋大学
医学部附属病院

日本調剤

ノバルティスファーマ

藤田保健衛生
大学病院

明治製菓

山田赤十字病院

四日市社会保険
病院

愛知県

名古屋市

６年制移行期により
2008年度分を掲載

あいち海部
農業協同組合

学校法人
愛知医科大学

大垣共立銀行

大垣信用金庫

カノークス

ガステックサービス

木沢記念病院

岐阜銀行

岐阜県厚生農業
協同組合

興和

JFEシステムズ

中電シーティーアイ

トヨタコミュニケーション
システム

トヨタ自動車

名古屋鉄道

バロー

富士通中部
システムズ

三菱電機メカトロ
ニクスソフトウェア

めぐみの農業
協同組合

山田商会

郵便局

郵便事業

ユーフィット

リコー中部

リコーテクノ
システムズ

愛知県警察本部

揖斐川町役場

揖斐郡消防組合

岐阜県警察本部

名古屋市交通局

あいち三河
農業協同組合

いちい信用金庫

大垣信用金庫

岡三証券

カーマ

河合楽器製作所

蒲郡信用金庫

岐阜信用金庫

三陽商会

JTB東海

スガキコシステムズ

第一生命保険

第三銀行

知多信用金庫

東海東京証券

東濃信用金庫

豊川信用金庫

名古屋流行発信

丹羽幸

尾西信用金庫

学校法人藤田学園

碧海信用金庫

毎日
コミュニケーションズ

三井住友銀行

郵便事業

リコー中部

愛知県教育委員会

名古屋国税局

名古屋市役所

名古屋消防局

理工学部 農学部 薬学部都市情報学部人間学部

業種別就職状況従業員別就職状況

大企業
就職内定率
44.5％

❸ 平成21年度  主な就職先

※大学院を含む

　

本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、1
年
次
か
ら
内

定
を
勝
ち
取
る
ま
で
の
4
年
間
に
わ
た
り
、進
路
・

就
職
相
談
が
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
情
報
が
氾
濫
し
、学
生

た
ち
は
、何
が
有
用
な
情
報
か
を
判
断
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、学
生
の
悩
み
・
就

職
意
識
も
千
差
万
別
で
あ
り
、個
別
指
導
・
相
談
体

制
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

名
城
大
学
就
職
支
援
の
特
徴

　

1
、2
年
次
に
は
、進
路
支
援
講
座
と
し
て「
講

演
会
」「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
自
己
発
見
の
た

め
の
職
業
適
性
テ
ス
ト
」「
グ
ル
ー
プ
面
談
」を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、学
生
が
自
発
的
に
自
分

の
進
路
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、自
己
実
現
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。ま
た
、低
年
次
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
就
職
支
援
行
事
を
手
伝
う「
就
職
サ

ポ
ー
タ
ー
」制
度
も
あ
り
、意
識
高
揚
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　

3
年
次
か
ら
は
実
践
的
な
就
職
指
導
が
始
ま

り
ま
す
。

　
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、「
グ

ル
ー
プ
面
談
」「
個
人
面
談
」の
面
談
支
援
を
主
軸

に
し
、「
模
擬
就
職
試
験
」「
履
歴
書
、エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
書
き
方
講
座
」「
マ
ナ
ー
講
座
」「
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
養
成
講
座
」「
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
講
座
」「
模
擬
面
接
」「
学
内
企
業
研
究
セ
ミ

ナ
ー
」「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
懇
談
会
」な
ど
多
彩
な
行

事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。殊
に
、「
学
内
企
業
研
究

セ
ミ
ナ
ー
」は
約
6
0
0
社
が
参
加
す
る
東
海
地

区
最
大
規
模
の
も
の
で
、学
生
参
加
も
延
べ
1
万

2
千
人
を
超
え
、就
職
支
援
の
大
き
な
柱
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、就
職
が
内
定
し
た
4
年
生
お
よ
び
本
学

卒
業
生
の
力
を
活
用
し
た
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度（
就
職
相
談
制
度
）が
あ
り
ま
す
。就
職
活
動

中
の
学
生
や
就
職
を
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
す

る
学
生
に
と
っ
て
心
強
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、企
業
の
人
事

採
用
経
験
の
あ
る
3
人
の
相
談
員
に
よ
る
模
擬

面
接
や
履
歴
書
添
削
を
中
心
に
学
生
相
談
を
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、本
学
で
は
面
談
指
導
と
各
種

行
事
を
含
め
多
彩
な
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、就
職
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
支

援
を
続
け
て
い
ま
す
。

名
城
大
学
の
就
職
支
援
体
制

エクステンション講座受講

インターンシップ参加（企業や官公庁などでの就業体験）

就職アドバイザー

理
想
の
進
路
・
就
職
の
実
現

進路指導担当制 就職指導担当制

3年次 4年次1年次 2年次

進路支援行事
公務員ガイダンス「公務員になるには」
講演会Ⅰ「学生時代にすべきこと」
講演会Ⅱ「キャリアガイダンス」

グループ面談「目標を持つ」

職業適性テスト
職業適性テスト分析結果　など

就職支援行事
就職ガイダンス
グループ面談・個人面談
外国人留学生ガイダンス
適性テスト・就職試験対策講座
ビジネスマナー講座
プレゼン能力養成講座
模擬面接講座・アドバイザー懇談会
学内企業研究セミナー　など

就職相談の様子

進路支援講演会の様子

企業研究セミナーブース形式の風景

メイクアップ講座の様子
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INFORMATION　名城大学スポーツ・文化後援会からのお知らせ 入学センターからのお知らせ　INFORMATION

● 全国で戦えるスポーツ系クラブの支援 ●

・女子駅伝部：全国大会3年連続堂々の3位 
・アメリカンフットボール部：全国ベスト4進出
・柔道部：全日本学生柔道優勝大会出場

・バレーボール部：全国大会進出
・ハンドボール部：全国大会2年連続出場

・クリーンアップ大作戦
・地域安全パトロール

・「あしたの丘」福祉ボランティア
・盲導犬ボランティア

・台湾台風災害復興募金
・エコキャップ回収大作戦

● ボランティア活動の支援 ●

女子駅伝部

「クリーンアップ大作戦」PRフロアマット寄贈

名
城
大
学

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
後
援
会
は
、

名
城
大
学
の
在
学
生
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の

就
職
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

名城大学スポーツ・文化後援会事務局
〒468-8502　名古屋市天白区塩釜口1-501　名城大学学務センター内

（052）832-1151（代表）内線2663、2605／（052）838-2098（ダイヤルイン）
（052）832-9939 spobun@ccmails.meijo-u.ac.jp

全国で戦えるスポーツ系クラブに特化して支援する。
名城大学の特別強化クラブ、強化クラブを中心に支援します。

活躍する文化系クラブへ支援する。
スポーツ系クラブのみならず、活躍している文化系クラブへ支援します。

就職活動を側面から支援する。
名城大学キャリアセンターを通じて、在学生、卒業生の就職活動を支援します。

● 基本方針 ●

 かんばやしあきら

会長　上林  晃

賛助企業ナビ

T E L

F A X E - m a i l

お問い合わせ

名城大学ホームページ

卒業生の方へ

求人検索画面

訪問者別メニュー　卒業生・社会人

就職情報　キャリアセンターサイト

卒業生への求人情報提供

必要事項を記入してメールアドレスに送信する

後日送られてくるユーザー名、学籍番号（ID）、
パスワードを使ってJ-NETにログインする
※ログイン方法は在学生の学外からのアクセスと同じ

在学生の利用方法 卒業生の利用方法

名城大学ホームページ

求人検索画面

就職・資格

就職に役立つリンク集

就職情報　就職活動支援
名城大学求人検索システム（J-NET）

学外のパソコンから
アクセスしている方はこちら

学内のパソコンから
アクセスしている方はこちら

以下の3項目を入力
❶ユーザー名「meijo75」
❷学籍番号
❸パスワード※

※生年月日を8桁の数字に直したもの（例：19880501）

本後援会は、名城育ちの達人を社会に送り出すべく、名城大学学生のスポーツ・文化クラブの支援とともに在学生、卒業生に対しての就職活動
を支援する目的で活動しております。その活動のひとつとして、趣旨にご賛同いただいた企業様に名城大学キャリアセンター主催の学内企業研
究セミナーをご紹介いたしております。

● 企業の方へ賛助のお願い ●

・セミナーは、名城大学キャリアセンターが主催いたします。
・セミナーの開催月は、2月です。
・セミナーへのご参加をご希望される場合は、キャリアセンターへ推薦
いたします。

・セミナーへのご参加は賛助企業紹介誌への広告掲載が必要です。
・開催日によっては、参加学生が少ない場合がございますことをご了承
ください。

● 学内企業研究セミナー参加概要 ●

秋のオープンキャンパス開催　高校生の皆さん、友人やご家族とお越しください！

高校生、高校生保護者による　キャンパス見学会 盛況！

　「百聞は一見に如かず」…入学センターで

は、「生徒の大学への関心を高め、勉学意欲

を高めたい」との高校側の要望に応えるとと

もに、高校生保護者のPTA研修の一環として、

大学キャンパスの見学会を受け入れていま

す。年々これらの要望も多くなり、昨年１年

間では80件の大学見学会（キャンパスツ

アー）を実施しました。

　今後も要望があれば、積極的に対応して

いくことにしています。

内容等詳細は、名城大学HPをご覧ください。

■10月23日（土）　10：00～15：00
○可児キャンパス（都市情報学部）

■9月18日（土）　10：00～16：00
○天白キャンパス
　進学相談コーナーへどうぞ！

公募制推薦入試（どなたでも応募できます。ただし薬学部は出願条件があります。）
平成23年度 名城大学公募制推薦入学試験のご案内

専門高校等推薦入試（商業科、総合学科等で商業、情報処理、国際関係科目を履修した人が対象。経営学部、経済学部は出願条件があります。）

◆指定校推薦入試については、各高校の担任または進路指導の先生にお問い合わせください。　◆その他の試験方式を含め詳細については、名城大学HP、入学ガイド等をご覧ください。 

募集学部
全学部

募集学部

出願期間
10月25日●月 ～11月5日●金

出願期間

試験日
11月21日●日

試験日

試験地
天白・八事・可児

試験地
経 営 学 部
経 済 学 部
都市情報学部

10月25日●月 ～11月5日●金 11月21日●日 天白・可児

平成23年度 名城大学公募制推薦入

平成23年度 推薦入学出願
開始 迫る！

お問い合わせ先 名城大学入学センター  052-838-2017（直）
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EVENT GUIDE EVENT GUIDE

平成22年度 後期公開講座

専門家対象 申込必要 有 料

開催日時

場 所

事 業

　本学では、平成20年度から「卒業30周年ホームカミングデ

イ」を実施しております。

　人生の中でも大きな節目である卒業後30年目の皆様に大

学にお集まりいただき、“懐かしい友との出会い、新しい友との

出会い”を通じて母校を振り返る機会としていただきたく実施

しているものです。　

　学生時代を謳歌した同窓が一堂に会し、「新たな再会」を通

して強固なネットワークを構築する場となり、さらには名城大学

の今日までの発展と開学100周年に向けた今後の展望を感じ

ていただければ幸いに存じます。

　今年度は昭和55年度（昭和56年3月卒業・修了）卒業生の

皆さんが対象です。追って詳細なご案内をお送りいたしますが、

是非ともお知り合いの同窓生をお誘い合わせの上、一人でも

多くの方にお越しいただきますことを、心より願っております。

2010年11月27日（土）
12:00～19:00

天白キャンパス共通講義棟北
「名城ホール」「名城食堂」

懐かしの学食体験、キャンパス見学会、
ウエルカムコンサート（予定）、お楽しみ抽選会、
懇親交流会

お問い合わせ先 大学・附属高等学校振興推進準備室
052-838-2066（ダイヤルイン）

開催日時

場 所

料 金

2010年10月25日（月）
開場17:45／開演18:30

愛知県芸術劇場コンサートホール

全席自由600円（前売券500円）
チケットぴあまたは愛知県芸術文化センター内プレイガイドで
購入可能です。

お問い合わせ先 meijo-orch@mail.goo.ne.jp

名城大学管弦楽団 第26回定期演奏会
─ PROGRAM ─

メンデルスゾーン／交響曲第5番 ニ短調 作品107「宗教改革」
リスト／交響詩「レ・プレリュード」

メンデルスゾーン／真夏の夜の夢より「結婚行進曲」作品21
指揮　吉田　年一

名城大学

「卒業３０周年
ホームカミングデイ」のご案内

名城大学

「卒業３０周年
ホームカミングデイ」のご案内

名城大学教育振興資金募金事業に係る寄付のお申し込みおよびお問い合わせ先

経営本部 総務部（募金）　（０５２）８３２-１１５１（代）

　本学では、教育研究活動の充実、奨学金制度の充実、施設の整備充実、国際交流の推進などの教育研究環境の整備に対して、ご支援、ご協

力をいただきたく募金事業「名城大学教育振興資金」を継続して展開しております。経済情勢の厳しい折、任意とはいえ、はなはだ心苦しく存じま

すが、何とぞ趣旨をご理解のうえ、ご賛同を賜りたく心からお願い申し上げます。

名城大学教育振興資金 ご協力のお願い

名城カレッジシリーズ

法学部
定員：150名

中一 大 高
11/6（土）
13:00～14:30

会社法改正の課題 長谷川乃理

経済学部
定員：150名11/18（木）

13:10～14:40

アーミッシュのライフスタイルから現代社会を考える
～環境・情報・ライフスタイルの視点から～ 大藪 千穂

古田 正美
水尾 衣里

定員：300名11/13（土）
14:00～15:30

動物とヒトのかかわり
●お問い合わせ・お申し込み／人間学部事務室
　TEL：052-838-2055　FAX：052-833-5524
　Eメール：hnof fice@ccmails.meijo-u.ac.jp

天白キャンパス

●お問い合わせ／法学部事務室 TEL：052-838-2050

●お問い合わせ／経済学部事務室  TEL：052-838-2052

●お問い合わせ／農学部事務室 TEL：052-838-2054

●お問い合わせ／農学部事務室 TEL：052-838-2054

中 小一 大 高

荒川 征夫 定員：250名10/23（土）
11:00～12:00

教育環境が育む学際性と人間性
～スイス連邦工科大学と名城大学～ 一 大 高

山本 麻希

新妻 靖章

名城大学
法学部助教

岐阜大学
教育学部教授

鳥羽水族館
館長

名城大学
人間学部教授

名城大学
農学部准教授

長岡技術科学大学
生物系助教

名城大学
農学部准教授

人間学部

定員：150名12/11（土）
13:00～16:00

共通講義棟北
N102講義室

起業講座シリーズ（全12回）

9/29（水）～12/22（水） 起業講座　「21世紀の夢を追いかける」

●お問い合わせ／農学部附属農場　TEL：0568-81-2169　FAX：0568-81-1589

●お問い合わせ／薬学部事務室 TEL：052-839-2607

●お問い合わせ／経営学部事務室 TEL：052-838-2051

●お問い合わせ・お申し込み／法務研究科事務室TEL:052-838-2022　FAX:052-833-5240　E-mail:ogakumdg@ccmails.meijo-u.ac.jp

農学部附属農場（春日井）

共通講義棟南
202講義室

定員：200名
一 大

10/16（土）
13：30～14：45

くすりと健康「がんは薬でどこまで治るか」 江﨑 幸治

定員：200名
一 大

10/16（土）
15：00～16：15　

くすりと健康「薬用植物・生薬を知ろう！」
～あなたも漢方外用製剤『紫雲膏』を作ってみませんか？～

能㔟 充彦

名城大学
薬学部教授

名城大学
薬学部教授

八事キャンパス
6号館4階
情報メディア教室

7号館3階
生物系共同実習室

祝日を除く毎週水曜日 18：10～19：40
天白キャンパス 共通講義棟北名城ホール

共通講義棟南
101講義室

共通講義棟北
N201講義室

共通講義棟北
N324講義室

身近なバイオサイエンス
身近な鳥類を知ることから、生物多様性を考える
講演1／カワウの漁業被害とその対策
講演2／カワウの繁殖生態とその潜水特性

一 大 高

一 大 高

一 大 高

講
演
1

講
演
2

熊谷 元

林 義明

京都大学大学院
農学研究科准教授

名城大学農学部
附属農場助教

11/13（土）
13:00～15:00

附属農場
本館2階
第3教室

今こそ、畜産を学ぶ
講演1／地場資源に基づいた乳肉生産 ～アジア地域の事例を中心に～
講演2／意外と身近！ 日本の畜産 ～家畜の役割と食の安全～

定員：80名
一 大

講
演
1

講
演
2

経営・経済学部

名駅サテライト（MSAT）シリーズ

11/10（水）～2/9（水）
原則第2,4水曜日

15:00～17：00

15:00～17：00

今日から役立つ契約実務
国内の契約書作成・チェックに必要な基礎知識（国内契約）

法科大学院公開講座
宮島 元子
名城大学法務研究科教授

定員：25名

11/16（火）～2/15（火）
原則第1,3火曜日

企業経営と実践的知的財産
紛争、訴訟を含めた実践的知的財産マネジメントと実務対応

青山 高美
名城大学法務研究科教授

定員：25名

一 一般市民・卒業生・在学生保護者※聴講対象者のマーク 大学生・大学院生大 小学生小高校生高 中学生中

申込必要

講座名
●企業の存在意義と社会的共感　─人にも動物にも環境にも優しい地球企業でありたい─
●世界に発信できる語学、国際人教育をめざして
●日本から世界に向けて　─低侵襲治療の普及をグローバル規模で─
●好きこそ物の上手なれ　─自己実現の起業法─
●自分+夢＝Happyな未来
●起業から現在への変化　─自分が、どの様に変化し、変化させていくべきか─

●社会の変化を把握し現代社会に適応したビジネススキルとは…
●大豆の無限の可能性に懸ける
●「死の谷を越えて」バイオベンチャーの生き残りと事業モデル
●未来を拓く後輩達へ
●愛と会計学…その心は？
●ホタル・メダカ・トンボが戻る「自然微生物農法」

農学部

農学部

農学部

薬学部

法　務
研究科

申込不要
（人間学部・法務研究科除く）

受講無料
（法務研究科除く）

2122
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　児童文化研究会「かざぐるま」は6月現

在、29人（男性15人、女性14人）が在籍し

ており、主な活動として、新入生歓迎行事

の他、いくつかの子ども会に出かけたり、

名城大学Dayでは一緒に工作を楽しんだ

り、大学祭で人形劇を行ったりしています。

子どもと遊ぶということで、「子ども好き」

なのはもちろんですが、それだけではな

く、頭と体で「喜んで

もらう」ために腐心

しています。

　大事になるのは

それらの準備。外で

遊ぶことが少なく

なった現代の子ども

たちにとって何を楽

しく感じるのかを真

剣に考えた上で、遊びのためにさまざまなモノを作ったり、

子どもとする遊びの練習、開発、研究もしています。まじめ

に「子ども」「遊び」を考えているわけです。

　会長の奥田大貴さん（法学部2年）は、「まじめでキッチリ

していますが、みんな心から明るい部員ばかりです。子ども

会当日は子どもたちと学生で思いっきり遊びます!」と話し

てくれました。

　子どもに喜んでもらえることが自分たちの喜び。特に自分

の名前を覚えてもらえるとすごくうれしいそうです。夏には

学校を借り切って大規模な子ども会を催すため、部員たち

は張り切っています。
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児童文化研究会
「かざぐるま」
子ども大好き！遊びにまじめ

児童文化研究会
「かざぐるま」
子ども大好き！遊びにまじめ

想　 い想 い
　6月、大リーグで「世紀の大誤審」がありました。

　完全試合がかかった9回2アウトランナーなし。最後

の1人を打ち取って、誰もが完全試合達成！と思いき

や、1塁塁審の判定はなんとセーフで、大記録は目前で

幻に。達成されれば大リーグ史上21人目の快挙だった

だけに、投手は唇をかみしめました。が、それ以上に傷

心だったのが当の審判。後に「あれは誤審だった」と認

め、投手に涙ながら謝罪。その後、投手は「完全な人間

はいない」と審判をかばい、慰めました。

　この話、周りから見れば美談でも、両者にとっては結

局、不幸な話に過ぎないのかもしれません。ただ、投手

に目を向ければ、完全試合を達成し損ねたことで人を

責めるか、スポーツマンシップをたたえられて人々の

記憶に残るか。そこには非常に大きな差があります（も

ちろん、審判の謝罪がなければ話は変わっていたかも

しれませんが）。

　実績を上げることはもちろん大事なことです。そし

て、それは時に様々な苦難を伴います。しかし、今回の

事件は「生き様」も大事なことで、それを貫くことの難し

さを教えてくれました。　　　　　　　　　　　　●う


